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当センターの働く現場から

片付け班（家財処分）のお仕事紹介 

濱野 誠さん 蓮池 博さん 

長
田
國
康
さ
ん

中
原
龍
男
さ
ん

①

不
用
品
選
別

②

ト
ラ
ッ
ク
積
込

③

運
搬
・処
分

家
電
リ
サ
イ
ク
ル

④
お
掃
除

仕
事
内
容

片付け班・・・主に行政からの依頼で公的な生活支援を受けられている方が、お住ま

いを退去される際のお部屋の片付け・清掃などを請け負っています。 

「一人では片付けが難しい」という方々に寄り添う、意義のあるお仕事です。 
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片付け班のリーダーをしています。 

現役時代に廃品処理、解体・荷上げなど 

で培った経験が役立っています。 

市の福祉関係の家財処分作業が主で、

独居老人の生活（足腰が弱まり、重いゴ

ミ袋が運べずゴミが溜まっていく）が想

像以上に厳しく、切ない気持ちになりま

す。 

グループリーダー ■ 濱野 誠 さん 

作業時足場をかけることもあり、現役時代

の建築現場での経験が活きています。 

私のこの仕事のモットーは、 

「現場を片付けるのではなく、 

自分の心を整える」 

この仕事は、綺麗にして持ち主に返せるこ

とが、目に見えるやりがいです。 

ゴミが多いと大変ですが (^^;) 

大工なので、家財品を細かく裁断するとき

に仕組みや形状の知識が役立ちます。 

元東京レスキュー隊員として習得した安全

管理やロープワーキング技術が重量物搬

出時に役立っています。仕事での色々な

方とのコミュニケーションが嬉しいです。 

配分金はもちろん家内に献上です（笑） 

■ 蓮池 博 さん

■ 長田國康 さん

■ 中原龍男 さん

シルバー伊東 10２号
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最
近
、
会
員
さ
ん
か
ら
の
「
報
告
」
が
な
か
っ
た
た
め

に
、
対
応
に
困
る
事
例
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

【最
近
の
事
例
】

事
例
１
「体
調
不
良
で
作
業
中
止
」

怪
我
や
体
調
の
急
変
は
誰
に
で
も
起
こ
り
ま
す
。

し
か
し
、
施
主
へ
の
連
絡
や
事
務
局
へ
の
報
告
が
な
い

と
、
施
主
は
「
来
な
い
の
は
な
ぜ
？
」
と
不
安
に
な
り
、

事
務
局
も
状
況
が
分
か
ら
ず
説
明
が
で
き
ま
せ
ん
。

事
例
２
「予
約
制
の
庭
手
入
れ
で
直
接
受
注
」

事
務
局
を
通
さ
な
い
と
公
平
性
が
崩
れ
、
お
客
様
の

不
満
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
事
務
局
が
把
握
し
て
い
な
い
依
頼
は
、
緊
急
時

の
対
応
や
連
絡
が
出
来
ま
せ
ん
。

結
果
的
に
、
会
員
さ
ん
自
身
が
困
る
状
況
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

事
例
３
「講
習
会
で
の
誤
解
」

講
師
の
会
員
さ
ん
に
落
ち
度
が
な
い
場
合
で
も
、
受

講
者
の
方
は
「
何
が
原
因
な
の
か
」
が
分
か
ら
ず
、
不
安

を
抱
え
て
事
務
局
へ
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
事
務
局
が
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
と
、
受

講
者
の
方
に
十
分
な
説
明
が
で
き
ず
、
セ
ン
タ
ー
へ
の

誤
解
や
不
信
感
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

報
告
は
信
用
を
守
る
「や
さ
し
い
習
慣
」

シルバー伊東 102号

【報
告
は
、
信
用
を
守
る
や
さ
し
い
習
慣
】

会
員
さ
ん
自
身
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の
、
大
切
な
習
慣
で
す
。

★
施
主
の
不
安
を
防
ぐ

★
誤
解
を
生
ま
な
い

★
会
員
さ
ん
の
信
用
を
守
る

★
ト
ラ
ブ
ル
を
最
小
限
に
す
る

★
事
務
局
が
迅
速
に
対
応
で
き
る

報
告
は
、
皆
さ
ん
の
仕
事
を
よ
り
安
全
に
、
よ
り
安
心
し
て
続
け

る
た
め
の
力
な
の
で
す
。

直
接
の
依
頼
も

事
務
局
へ
報
告

早
め
の
報
告
で

安
心
対
応

【最
後
に
】

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
、
会
員
さ
ん
・
事
務
局
・
施
主
の

三
者
で
つ
く
る
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
、
報
告
は
三
者

を
つ
な
ぐ
大
切
な
橋
渡
し
役
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、

「安
心
し
て
働
け
る
セ
ン
タ
ー
」を

一
緒
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 合計

受託 13,038 14,552 15,187 15,957 15,719 14,802 89,255

派遣 3,319 3,555 3,215 3,628 3,544 3,291 20,552

受託 13,499 14,837 15,530 15,579 15,072 14,655 89,172

派遣 2,877 2,922 2,812 3,721 3,782 3,650 19,764

※９月の実績は、2026年9月30日時点での予測値です。

２０２５年

２０２6年

（単位　千円）

10
月
17
日
（
土
）
は
、
全
国
一
斉
普
及
啓
発
日
で
す
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
、
今
年

は
次
の
通
り
、
オ
レ
ン
ジ
ビ
ー
チ
で
の
清
掃
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
実
施
概
要
◆

日
時

10
月
16
日
（金
）

雨
天
の
場
合
は
10
月
30
日
（金
）

時
間

10
時
～

1
時
間
程
度

場
所

オ
レ
ン
ジ
ビ
ー
チ

※

参
加
者
に
は
、
ゴ
ミ
袋
30
リ
ッ
ト
ル
10
枚
入
り
を
1
セ
ッ
ト
進
呈
し
ま
す
。

令
和
8
年
度

上

半

期

事

業

実

績

0

5,000
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年

2026

年

2025

年

2026

年

2025

年

2026

年

2025

年

2026

年

2025

年

2026

年

2025

年

2026

年

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

2025年 2026年
■派遣事業 ■派遣事業
■受託事業 ■受託事業

安
全
意
識
の
高
揚
と
会
員
相
互
の
安
全
確
認
推
進
の
た
め
、
「安
全
就
業
に

関
す
る
標
語
」を
次
の
と
お
り
広
く
募
集
い
た
し
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
皆
様
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

・入

選

一
席
･１
名

・応

募

一
人
１
点
ま
で

・締

切

り

令
和
９
年
3
月
31
日

・応
募
方
法

郵
送
・Ｆ
Ａ
Ｘ
・メ
ー
ル
で
も
可

☆
参

考

前
回
の
一
席
（令
和
７
年
度
）

安
全
は

体
と
心
へ
の

感
謝
か
ら

藤
原

き
ぬ
子

入
選
作
品
は
、
６
月
の
総
会
で
表
彰
し
、
記
念
品
（商
品
券
）を
授
与
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
封
筒
に
印
刷
し
て
、
安
全
啓
蒙
と
し
て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

７
月
７
日
、
「ふ
じ
の
ゆ
め
」で
、
３
回
目
の
「健
康
測
定
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催
し
ま

し
た
。
会
員
８
名
・一
般
14
名
の
計
22
名
が
参
加
。
今
年
は
、
１
階
で
測
定
、
２
階

で
熱
中
症
予
防
の
講
話
と
い
う
２
会
場
体
制
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
流
れ

が
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
健
康
推
進
課
よ
り
実
習
中
の
看

護
学
生
２
名
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は

「今
年
も
楽
し

か
っ
た
」「定
期
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
嬉
し
い
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シルバー伊東 10２号

【
安

全

就

業

に

関

す

る

標

語

】
募

集

【
あ

じ

さ

い

茶

話

会

】
開

催

報

告

10

月

の
第

３
土
曜

は

【
シ
ル
バ
ー
の
日
】
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と
て
も
便
利
な
シ
ル
バ
ー
の
会
員
手
帳
の
購
入
予
約
を

事
務
局
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

定
価

１
冊

３
３
０
円

【
主
な
内
容
】

①
令
和
9
～
10
年
分
の
カ
レ
ン
ダ
ー

②
会
員
の
心
得

③
セ
ン
タ
ー
事
業
の
仕
組
み

④
会
員
傷
害
保
険
の
あ
ら
ま
し

⑤
配
分
金
に
対
す
る
所
得
税
の
取
り
扱
い

⑥
備
忘
録
･
･
･
等

数
に
限
り
（限
定
20
冊
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
電

話
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

事
務
所
は
12
月
29
日(

火
）
か
ら
１
月

3
日
（
日
）
ま
で
は
、
年
末
年
始
の
休
業

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
12
月
28
日
ま
で
は
、
ま
た
１
月
4

日
か
ら
は
通
常
通
り
業
務
を
行
い
ま
す
。

◆
就
業
報
告
書
等
の
事
務
所
へ
の

届
け
に
つ
い
て

年
内
は
12
月
28
日
（
月
）
午
後
５
時
ま

で
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
年
を
越
し
た
場

合
は
、
締
め
処
理
の
関
係
で
、
1
月
５
日

（
火
）
午
前
中
に
事
務
所
必
着
と
な
る
よ

う
お
手
配
く
だ
さ
い
。

休
業
期
間
中
に
セ
ン
タ
ー
近
く
へ
お
越
し

の
際
は
、
事
務
所
の
郵
便
受
け
に
投
函
し

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

◆
セ
ン
タ
ー
事
業
に
係
る
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
場
合
は
、
左
記
ま
で
連
絡
下

さ
い
。◆

緊

急

連

絡

先

◆

事
務
局
長

佐
々
木

０
９
０-

１
４
１
８-

３
９
２
９

事

務

局

だ

よ

り

12
月
分
の
明
細
書
発
行
時
期
に
、
確
定
申
告
の
際
に
必

要
と
な
る
「支
払
証
明
書
」を
郵
送
し
ま
す
。

12
月
分
の
就
業
が
な
い
方
で
も
、
令
和
8
年
中
に
会
員
業

務
委
託
料
・
配
分
金
の
振
込
の
あ
っ
た
方
に
は
お
送
り
し

ま
す
。
発
送
は
令
和
9
年
１
月
に
な
り
ま
す
。

こ
の
証
明
書
は
令
和
7
年
12
月
～
令
和
8
年
11
月
の

就
業
分
で
す
。
ご
確
認
下
さ
い
。

請
負
・委
任
の
就
業
の
方
の
明
細
書
は
、
「Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

ｔ
ｏ

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」に
よ
る
電
子
発
行
で
す
。
紙
を
ご
希
望
の
方
は
、
連

絡
の
上
事
務
所
に
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

派
遣
の
方
は
、
当
面
郵
送
と
な
り
ま
す
。

◆
会
員
業
務
委
託
料
・
配
分
金
は
、
会
員
さ
ん
の
登
録
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

【
請
負
・委
任
】

【
派
遣
】

9
月
分

・
・・

10
月
15
日
（
木
）

10
月
23
日
（
金
）

10
月
分

・
・・

11
月
13
日
（金
）

11
月
25
日
（
水
）

11
月
分

・
・・

12
月
15
日
（火
）

12
月
25
日
（
金
）

会
員
業
務
委
託
料
・
配
分
金
の
支
払
い

(

９
月
分
～
11
月
分
）

入
会
説
明
会
日
程

会
員
募
集
中

月
２
回
（
第
１
火
曜
日
・
第
３
火
曜
日
）
開
催
し
ま
す
。

お
友
達
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

○
10
月
6
日
（火
）

○
10
月
20
日
（火
）

○
11
月
17
日
（火
）

○
12
月
1
日
（火
）

○
12
月
15
日
（火
）

時

間

午
後
1
時
30
分
～

場

所

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

持
ち
物

写
真
２
枚
・緊
急
時
の
連
絡
先

振
込
銀
行
口
座
情
報

年
会
費
（２
，
５
０
０
円
、
初
年
度
月
割
り
適
用

残
月
数
9
か
月
目
か
ら
毎
月
２
５
０
円
減
額
）

会
員
業
務
委
託
料
・
配
分
金
の
支
払
証
明
書

シルバー伊東 102号

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

令
和
９
年
度
会
員
手
帳
予
約
受
付
開
始
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６
月

の
総

会

開

催

時

に
、
写

真
倶
楽
部
会
員

の
作
品
発
表
会

と
し
て
、
作

品

の
展
示
及
び
来

場
者
の
人
気
投

票
を
行
い
ま
し

た
。

結
果
を
ご
報
告

し
ま
す
。

互
助
会
通
信

シルバー伊東 102号

写
真
倶
楽
部
「総
会
展
示
写
真
人
気
投
票
結
果
」

第
３
回
ラ
ン
チ
会
開
催
報
告

ゴ

ル

フ

同

好

会

活

動

報

告

１位 【室堂の雪の道】

2位 【藤と仏様】

第
３
回
目
の
ラ
ン
チ
会
を
９
月
２
日
（
水
）
に

開
催
し
ま
し
た
。

場
所
は
、
桜
木
町
に
あ
る
「
う
な
ぎ
浜
名
亭
」
。

15
名
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

お
い
し
い
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
て
、
た
の
し
い
お
話
し

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

次
回
は
、
12
月
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
登
録
会
員
は
28
名
、
内
女
性
３
名
、
会
員
の
年
齢
は
66

歳
か
ら
86
歳
と
幅
広
く
平
均
年
齢
は
78
歳
で
、
ゴ
ル
フ
歴
や
腕
前

に
関
係
な
く
、
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

入
会
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も
大
歓
迎
で
す
。

代
表
幹
事

小
南

９
月
10
日
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
第
１
７
０
回
定
例
競
技
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

当
同
好
会
は
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
健
康
を
保
持
し
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
る
事
を
目
的
に
14
年
前
に
発
足
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に

ゴ
ー
ル
ド
川
奈
Ｃ
．
Ｃ
．
に
て
、
月
例
競
技
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
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「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
バ
ザ
ー
提
供
者
ご
紹
介

私
の
孫
は
遠
方
に
暮
ら
し
て
お
り
、
な
か
な
か
会
う
機
会
が

少
な
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
大
学
生
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

孫
と
の
触
れ
合
い
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
代

わ
り
に
伊
東
の
孫
の
よ
う
な
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
れ

る
こ
と
が
、
楽
し
く
、
そ
し
て
責
任
重
大
な
お
仕
事
で
す
。

朝
の
緊
張
の
中
で
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
、
長
く
携
わ
れ

る
よ
う
に
、
自
分
自
身
も
動
け
る
身
体
を
維
持
し
つ
つ
、
見

守
り
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

仲
田

好
重
）

シ
ル
バ
ー
の
お
仕
事
の
中
で
、
伊
東
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
乗
車
見
守
り
の
お
仕
事
を
頂
い
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

月
に
3
〜
4
日
、
三
信
前
バ
ス
停
を
受
け
持
ち
、
元
気
な
子

ど
も
達
の
見
守
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
朝
か
ら
鬼
ご
っ
こ
を

し
た
り
、
虫
を
捕
ま
え
た
り
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
有
り
余
っ
て

い
る
子
ど
も
達
で
す
。

シルバー伊東 102号

連
続

無
事
故
日
数

令
和
８
年
９
月
末
現
在

2

3

2

日

2

0

日

2

傷
害
事
故

賠
償
事
故

珈

琲

ブ

レ

イ

ク

◆
酷
暑
・
猛
暑
日
や
、
異
常
な
台
風
が
去
っ
て
短
い
秋

が
来
ま
し
た
。
四
季
の
有
る
日
本
は
ま
だ
ま
だ
楽
し
め

ま
す
。
Ｙ
・Ｎ

◆
今
年
度
か
ら
「シ
ル
バ
ー
伊
東
」の
編
集
に
加
わ
り
ま
し

た
。
ま
だ
勝
手
が
分
か
ら
ず
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
Ｙ
・Ｋ

◆
見
や
す
い
紙
面
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
ら
、
迷
走
状

態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
Ｈ
・Ｏ

◆
今
月
、
学
生
時
代
か
ら
大
フ
ァ
ン
の
「
ゆ
ず
」
の
デ

ビ
ュ
ー
30
周
年
記
念
ラ
イ
ブ
に
参
戦
し
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク

が
止
ま
ら
な
い
。
Ｔ
・Ｓ

あとがき 9
月
27
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
ふ
れ
あ
い
広
場
バ
ザ
ー
」
へ
会
員
の
皆
様
か
ら
多
数
の
バ
ザ
ー

用
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
提
供
い
た
だ
い
た
47
名
の

皆
様
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（順
不
同
・敬
称
略
）

田
中
寛
治
・
小
林
惠
美
・小
林
三
女
・
仲
田
好
重
・
松
原
紀
代
美

髙
橋
ル
ミ
・
井
上
友
好
・
大
川
和
子
・
浦
野
悦
子
・
小
原
日
出
男

小
山
尚
子
・
石
田
明
世
・
佐
藤
幸
夫
・
大
庭
政
江
・
杉
山
ひ
で
美

鈴
木
和
子
・
寺
島
綾
子
・田
端
朝
惠
・
藤
原
益
美
・
朝
日
美
津
子

渡
邉
千
子
・
新
谷
邦
子
・
菅
野
惠
子
・
木
部
初
枝
・
髙
橋
あ
つ
子

大
上
明
美
・
杉
本
和
子
・岡
部
一
枝
・
鈴
木
和
子
・
佐
々
木
八
郎

小
澤
榮
・
土
屋

京
・
横
山
泉
・
加
藤
猛
・
諸
星
香
代
子

小
川
美
代
子
・
濱
野
み
ゆ
き
・
田
口
昭
子
・
名
牛
恵
理
子

国
持
和
子
・
坂
東
郁
子
・
銕
川
陽
一
・
大
川
久
子
・
工
藤
ふ
く
よ

山
道
英
樹
・中
谷
圭
美
・杉
山
京
子
（＊
同
姓
同
名
の
会
員
様
あ
り
）

交
通
量
の
多
い
場
所
で
す
の
で
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
ま
た

車
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に

と
、
毎
回
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
で

す
。
４
月
に
新
１
年
生
が
お
母

さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
来
た
時
は
、

大
人
し
く
不
安
そ
う
で
す
が
、

ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

0

1

日

車
両
事
故

5

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
男 男 男 男 男 男 男

91 47 36 44 31 16 34

名 名 名 名 名 名 名

女 女 女 女 女 女 女

31 22 26 27 21 20 21

名 名 名 名 名 名 名

新

楽

剛

髙

根

健

司

土

屋

禮

二

立

田

敬

井

上

圀

彦

石
和
田
晴
彦

髙
橋
あ
つ

子

勝

島

明

美

杉

本

勉

鈴

木

伸

明

千
本
松
千
恵
美

仙
波
英
一
郎

佐
藤
ゆ
か

り

小

林

威

裕

【
新

井

・

玖

須

美

地

域

】

北

浦

素

好

石

丸

人

士

石

黒

宣

明

【

岡

・

鎌

田

地

域

】

林

信

夫

寺

内

征

一

松

永

量

美

寺
内
ダ
イ
ア
ン

【

宇

佐

美

地

域

】

【

対

島

地

域

】

三
村
慶
太

郎

倉
谷
智
恵
子

前
川
十
四
郎

上
原
み
ど
り

【

荻

・

十

足

地

域

】

【
川

奈

・

吉

田

地

域

】

菊

間

昇

【
湯

川

・

松

原

地

域

】

【

岡

・

鎌

田

地

域

】

諸
星
香
代
子

鈴

木

広

子

樋

口

ユ

ミ

子

【
新

井

・

玖

須

美

地

域

】

【

対

島

地

域

】

工

藤

弘

光

植
松
千
代
子

【

荻

・

十

足

地

域

】

手
石
方
弘

子

宮

川

昌

夫

音

淵

保

久

令
和
8
年
7
月
か
ら
9
月
ま
で
の
新
入
会
員
と
現
時
点
会
員
数

[

地
域
順
・敬
称
略]

令
和
8
年
7
月
か
ら
9
月
で
の
退
会
会
員

[

地
域
順
・敬
称
略]

総
会
員
数

４
６
７
名

男
：２
９
９
名

女
：１
６
８
名
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